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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



輝
く
新
春
を
迎
え

今
金
町
長

村

本

光

夫

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
護
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
一

層
厳
し
さ
を
増
す
中
、
咋
年

は
、
今
金
町

2
世
紀
の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
し
て

「百
年
の
感
謝
と
今

金

2
世
紀
に
向
か

っ
て
新
た
な
歴

史
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
関
係
各

位
の
ご
支
援
の
も
と
順
調
に
主
要

な
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
住
民
の
皆
様
の
暖

か
い
こ
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

何
か
人

の
役
立
つ
こ
と
を
し
た

い

・
お
互
い
に
支
え
合
い
た
い
と

い
う
思
い
は
、

誰
も
が
持
つ
も
の

で
あ
り
都
会
で
は
味
わ
う
こ
と
の

少
な
い
故
郷
の
香
り
で
あ
り
活
力

な
の
で
す
。

町
行
政
は
、
財
政
的
に
は
厳
し

今
日
、

地
方
分
権

時
代
を
迎
え
、
住
民

の
方
々
に
身
近
な
町

村
の
果
た
す
役
割
が

ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
、
自
己
決
定
と
自

己
責
任
の
分
野
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
国
の
指
示
ど
お

り
実
施
し
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
も
の
が
、
今
後
は
自
ら

の
判
断
と
責
任
で
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。

幻
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
道
内

の
多
く
の
地
域
で
依
然
と
し
て
過

疎
化
が
進
み
、
さ
ら
に
少
子

・
高

齢
社
会
の
進
展
は
地
峡
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
方
で
は
、
余
暇
時
間
の
増

大、

価
値
観
や
生
活
意
識
の
変
化

な
ど
に
伴
い
、
住
民
の
方
々
の
ニ

ー
ズ
も
多
様
化

・
高
度
化
が
顕
著

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
社
会
環
境
の
変

， 

• • 

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
政
改

革
を
積
極
的
に
進
め
住
民
生
活
の

向
上
に
つ
な
が
る
行
政
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
僚
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

J
A
Aヲ
金
切
閏
年
を
迎
え
て
新
定
な
決
意

今
金
町
主
要
産
業
の
農
業
を
支

え
て
き
た
今
金
町
段
業
協
同
組
合

(
境
田
藤
太
組
合
長
)
の
創
立
日

周
年
記
念
式
典
が

μ
月
山
目
、
町

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
組
合

員
や
来
賓

1
9
0
人
あ
ま
り
が
出

席
し
開
か
れ
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
境
団
組
合
長
が
、

「
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
国
際

経
済
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
新
農

業
基
本
法
の
制
定
、
水
稲
の
生
産

調
整
、
農
業
経
営
者
の
高
齢
化
な

ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る

が
、
組
合
員
や
役
職
員
協
力
の
も

と
更
な
る
組
織
強
化
と
組
合
員
の

生
活
の
向
上
や
地
域
の
発
展
に
遁

進
す
る
」
と
幻
世
紀
へ
の
向
け
決

意
を
新
た
に
述
べ
、
次
に
歴
代
の

組
合
長
や
永
年
勤
続
の
職
員
な
ど

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
金
町
段
業
協
同
組
合
沿
革

戦
前
の
国
策
遂
行
を
目
的
に
事

実
上
国
家
統
制
機
関
で
あ

っ
た
農

業
会
に
代
わ
っ
て
、
戦
後
、

昭
和

幻
年
に
農
業
協
同
組
合
法
が
公
布

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
翌
年
に
昭

和
お
年
1
月
に
営
農
や
生
活
上
の

必
要
を
総
合
的
に
満
た
す
自
主
的

化
を
踏
ま
え
、
「
住
民
の
方
々
が

安
心
し
て
住
め
る
活
力
あ
る
地
域

社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
平
成
ロ

年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
介
輔
副
保

険
制
度
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
と
と
も
に
近
隣

町
村
と
の
広
域
的
な
制
度
運
営
に

向
け
た
準
備
を
進
め
る
こ
と
や
、

住
民
の
方
々
へ
の
快
適
な
生
活
環

境
整
備
の
た
め
着
工
い
た
し
ま
し

た
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
に
あ

た
り
ま
し
て
は
受
義
者
の
方
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た

め
、
更
な
る
協
議

・
調
整
を
重
ね
、

皆
様
の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ

る
事
業
と
な
る
よ
う
職
員

一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、

住
民
の
方
々
も
人
生
初

年
時
代
を
迎
え
、
仕
事
中
心
の
生

活
か
ら
余
暇
活
動
や
家
族
、
地
域

社
会
へ

の
貢
献
な
ど
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
に
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
人
生
を
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
き
が
い
に
何
を
求
め

る
か
は
各
人
各
様
で
す
が
、
そ
の

生
き
が
い
に
つ
な
が
る
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
な
り
得
る
も
の
の

一
つ
と

し
て
地
域
社
会
活
動
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
域
活
動
こ
そ
が
町
づ

く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り

組
織
と
し
て
今
金
町
成
業
協
同
組

合
の
設
立
総
会
が
聞
か
れ
た
。
昭

和
ぬ
年
農
協
デ
パ
ー
ト
が
新
築
昭

和

U
i
お
年
ご
ろ
造
田
が
盛
ん
に

な
り
、
田
植
え
労
務
者
の
不
足

し
、
農
協
や
役
場
職
員
、
昭
和
ぬ

か
ら
昭
和
位
年
に
は
自
衛
隊
に
要

請
な
ど
昭
和
必
年
に
は
全
国
で
は

初
め
て
の
回
値
え
列
車
が
運
行
し

た
。
昭
和
必
年
に
段
協
、
酪
股
協

の
合
併
、
同
年
に
特
産
地
指
定
馬

鈴
砦
集
出
荷
施
設
を
昭
和
何
年
ク

レ
ー
ド
ル
興
股
株
式
会
社
今
金
工

場
を
山
崎
産
品
加
工
場
と
し
て
取
得

(
昭
和
白
年
閉
鎖
)
昭
和
幻
年
に

は
、
日
進
地
区
共
同
利
用
模
範
牧

場
が
完
成
、
当
時
「
東
洋

ご

の

サ
イ
ロ
が
建
設
さ
れ
た
。

近
年
は
、
平
成

4
年
に
北
部
農

協
が
協
力
し
あ
い
野
菜
の
統
一
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
野
菜
集
出

荷
施
設
(
ぼ
こ
ぼ
こ
大
地
)
の
完

成
、
平
成

9
年
に
完
成
し
た
玄
米

パ
ラ
集
出
荷
調
製
施
設
は
.
今
金

産
米
の
均

一
化
と
消
費
者
ニ

l
ズ

に
応
え
、
出
荷
時
期
の
労
働
力
の

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま

た
、
平
成
川
年
に
は
、
種
子
馬
鈴

謡
選
別
施
設
の
完
成
に
よ
る
コ
ス

ト
軽
減
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
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(故)日下昭二郎さんに

勲五等瑞宝章

9
月
幻
日
に
逝
去
さ
れ
た
今
金
町
議
会
議
員

故
日
下
昭
二
郎
さ
ん

(花
石
)
に
勲
五
等
端
宝

賞
が
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
自
治
発
展
に
対
す
る
永
年
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
ロ
月

9
日
に
長
尾
姶
山
支
庁

長
か
ら
奥
さ
ん
の
静
江
さ
ん
に
勲
記
と
勲
章
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

日
下
さ
ん
は
、
昭
和
必
年
か
ら

7
期
幻
年
5

カ
月
間
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
川
政

の
堆
進
に
努
め
、
住
民
の
橋
祉
、
生
活
の
向
上

を
願
い
、
町
理
事
者
に
対
し
て
績
優
的
に
進
言、

協
調
に
努
め
、
地
域
開
発
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
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磯遺俊治さんに

勲五等双光旭日章

容積三;ヱe.h

100歳おめごとう3きいま苛

厚生大臣から感謝状を授与

旭町尾形哲夫さん

， 

社
会
福
祉
法
人
豊
寿
国
で

日
月

お
目
、
満

1
0
0
歳
を
迎
え
た
安

藤
ジ
ヱ
さ
ん
に
長
寿
の
お
祝
い
金

と
し
て
村
本
町
長
か
ら
敬
老
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
さ
ん
は
、
明
治
出
年
、
北

倫
山
町
愛
知
に
生
ま
れ
、
尋
常
小

学
校
の

4
年
生
で
中
退
さ
れ
、
稼

業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
正

7
年
安
藤
助
吉
さ
ん
と
結
婚

し
今
金
町
字
神
丘
で
畑
作
農
業
を

営
み
、
昭
和

ω年
に
ω
∞
歳
で
豊
寿

園
に
入
所
さ
れ
、
翌
年
ロ
月
に

は
、
夫
助
士
口
さ
ん
に
先
立
た
れ
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

昭
和

5
年
か
ら
昭
和
必
年
ま
で
の
引
年
問
、
教
育

現
場

一
筋
に
歩
ん
で
き
た
磯
過
俊
治
さ
ん
(
末
広
町
田
∞

歳
)
が
勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し

た
。磯
迭
さ
ん
は
、
伶
山
郁
館
尋
常
高
等
小
学
校
を
は

じ
め
、
本
町
の
八
束
尋
常
高
等
小
学
校
な
ど
、
昭
和

幻
年
に
瀬
棚
町
で
校
長
と
な
り
、
昭
和
特
年
に
北
倫

山
町
立
愛
知
小
中
学
校
を
退
職
し
、
特
に
、
美
利
河

小
学
校
長
時
、
中
学
校
長
も
兼
ね
て
へ
き
地
小
規
模

校
に
お
い
て
複
式
教
育
に
熱
意
を
燃
や
し
地
域
に
聞

か
れ
た
学
校
を
目
指
し
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

永
い
教
員
生
活
を
振
り
返
っ
て
「昭
和
凶
年
こ
ろ
、

現
在
の
今
金
小
学
校
に
転
勤
し
、
進
学
し
た
い
児
童

た
ち
が
自
宅
に
集
ま
り
予
習
学
習
を
夜
更
け
ま
で
勉

強
し
、
さ
と
う
湯
を
出
し
た
』
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

le • ま
た
、

1
0
0
歳
の
お
祝
い
に

ひ
孫
に
あ
た
る
安
藤
雅
裕
君
か
ら

の
花
束
な
ど
が
送
ら
れ
、
入
所
者

や
職
員
か
ら
祝
福
を
受
け
て
い
ま

し
た
ロ

厚
生
大
臣
か
ら
民
生

・
児
童
委

員
と
し
て
活
践
さ
れ
た
永
年
の
ご

労
苦
に
対
し
、
尾
形
哲
夫
さ
ん
に

感
謝
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。尾
形
さ
ん
は
、
昭
和

ω年
か
ら

平
成
凶
年

U
月
ま
で
の

お
年
問
、

民
生

・
児
童
委
員
と
し
て
数
多
く

の
相
談
者
に
対
し
て
献
身
的
に
活

動
さ
れ
、
ま
た
、
後
能
委
員
に
は
、

指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
の

一
斉
改
選
に
あ

た
り
退
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

永
年
の
功
紛
に
よ
り
、
こ
の
度
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

。
児童、妊産婦、母子家庭などの福祉の地進に関する地域の自主的な活動を中心としている民生委員 ・児童委

員の任期満了に伴う改選が行われ、厚生大臣から委嘱されました。

生活のこと、家族のこと、地域の問題、悩みごとなどお気軽に近くの委員さんにご相談ください。

(任期平成10.12.1から平成13.11. 30) 

住所 氏 名 担 当地区 住所 氏 名 担 当地区

美利 t可 森田誠子 美利i可 ま告 金 水野英 金原 ・鈴金

花 石 田中義雄 花石 豊 回 庫冗利治 盟国 ・春日井

中 里 中島弘 中里 ・住吉 ・上種川 鈴 岡 幅口忠男 神丘・鈴岡 ・トマンケシ

種 J 11 山本敦子
種川宮前 ・種川駅前 ・ 日 進 小池霊徳 日進
中稜川 東 町 栗山幸雄 東町 ・日の出町 ・前美町

種 J 11 小岩高慶
奥種川・ 光台 ・下種J11 八矯町 松橋泰子 八熔田]・ 昭和町 ・本町
-下メップ高台 御 影 富沢昭雄 旭町 ・栄町 ・御影

稲 穂 橘 字 上稲穂 ・下稲穂 ・金又 南 町 久保田正一 南町

大和町 谷崎 正
国代 ・上田代 ・南国代 ・ 末広町 川烏積子 末広IIIJ

豊受 ・雨量受 ・八鈴 大 和 IIIJ 市原和子 大和町 ・商工団地

八束更正 ・八東宝田 ・ 南栄 町 南川利美子 南栄IIIT・緑11庁

八 東 小原安夫 八束初回 ・八束南原 ・ 寒 昇 小田島照枝 主主昇 ・幡町

八東宮の下 本 IIIT 大谷長陪 主任児童委員
白 石 木島和雄 白石 ・八束中央 ・八束栄 本 町 辻 知子主任児童委員

[4) 

り主高力孟~J 了、I弔二= -，...巴ヲ企町民生• • 
A 高校、専修学校高等課程、

高等専門学校第3学年以下

一人月額 l万円以内

B 専修学校専門課程、高等専門学校第4学年以上

一人月額 l万5千円以内

一人月 A頒 l万8千円以内

一人月額 2万円以内

一人月額 2万5千円以内

平成11年4月から修学される学生で、奨学資金を

希望の方は、平成11年3月10日までに教育委員会ま

で申し込みください。

ま

今金町に居住する者の子弟で次の条件を備えてい

ること。

1 高校及び大学に在学又は進学を希望する者。

2 学資を支払うことが困難と認められる者。

3 身体健康、学業成績優秀、性行善良である者。

ヘーl2E芋資らの

すで還

h
t
し

耐

さ
河
一
ね

M
V
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川
崎

M

M
V
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理

3

き
管
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会

2

え

員

す

委
月

育

学

学
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カ

教

大

企

6
は

期

必

一司
還

後

く

短

大

大

業

し
卒

詳※
 

F
し

n
u
p
μ

八
東
小
学
校
(
川
口
態
校
長
・

児
童
約
人
)
で
ロ
月

5
日
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
招
き
、

学
校
段
閣
で
収
時
制
さ
れ
た
大
豆
を
使

い
豆
腐
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
高
齢
者
と
の
交
流

を
図
り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぼ
う

と
今
回
豆
腐
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
も

の
で
、
児
童
た
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
協
力
を
得
て
行

わ
れ
、
用
意
さ
れ
た

7
同
の
大
豆
を

煮
た
り
、
ミ
キ
サ
ー
で
こ
し
た
り
、

に
が
り
を
入
れ
た
り
指
導
を
受
け
な

が
ら
約

ω丁
の
豆
腐
が
作
ら
れ
児
童

た
ち
と
試
食
し
ま
し
た
。

豆腐フ、くりに挑戦

〕5
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町
内
会
ι
自
治
会
町
つ
く
り

推
進
調
整
会
議
開
催
さ
れ
あ

平
成
凶
年
度
第
l
回
目
の
「
町

内
会

・
自
治
会
町
づ
く
り
推
進
調

整
会
議
が
日
月
初
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
町
と
町
内
会

・
自
治

会
の
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
各
地

域
の
要
望
を
早
急
に
対
応
す
る
た

め
と
新
年
度
予
算
に
反
映
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
将
来
的
に

は
中
期
、
長
期
計
画
の
策
定
の
方

向
で
取
り
組
み
総
合
計
画
の
基
本

と
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

要
望
事
項
は
、
新
規

η
件
、
継

続
事
項
が
叫
件
、
計
1
1
6
件
が

要
諮
さ
れ
、
各
課
の
課

長
な
ど
が
出
席
し
、
事

前
に
町
内
会
・
自
治
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望

事
項
に
つ
い
て
回
答
し

て
い
ま
し
た
。

相
談
者
は
担
当
課
の
前

で
じ
っ
く
り
と
話
し
込

む
姿
が
目
立
ち
ま
し

た。

111 司，

平成10年4月1日から平成10年9月初日まで

況川、政111 。ノ
財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、どの

ような予算執行状況にあるかを知ってもらいたい、町政の一層の発展について

ご協力をお願いするため、毎年2回(6月、 12月)公表しているものです。

， 
_M会計予算総額67億7414万6千円

• ¥. 
(単位千円 ・%)

冬になったら、つえにアイスピックをつけましょう。

冬
も
本
番
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

雪
道
は
転
び
や
す
く
、
転
ん
で
打
ち
身
や

ね
ん
ざ
、
骨
折
し
て
し
ま
う
方
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
寝
た
き
り
に
な

っ
た
り
、
足
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
う

方
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
に
は
、
つ
え

に
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
を
つ
け
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
に
も
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
王
冠
の
よ
う
な
形
で

複
数
の
つ
め
が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ

(
A
)

と
先
端
が
ス
ト
ッ
ク
状
に
な
っ
て
い
る
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
タ
イ
プ

(
B
)
は
主
に
つ
え

の
先
に
部
品
と
し
て
取
り
付
け
る
方
式
で

千
二
百
円

1
二
千
円
程
度
で
す
。
つ
え
の

先
に
つ
け
る
石
づ
き
に
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
が

内
蔵
さ
れ
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
つ
め
部
分
が

出
て
く
る
タ
イ
プ

(
C
)
が
五
千
円
程
度
、

石
づ
き
の
外
側
に
つ
め
が
つ
い
て
い
て
、

つ
め
の
部
分
が
前
後
に
動
く
た
め
、
路
面

を
し

っ
か
り
捕
ら
え
る
タ
イ
プ

(
D
)
が

二
千
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
タ

イ
プ
も
簡
単
に
つ
え
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
つ
え
の
石
づ
き
(
つ
え
の
先
に

つ
い
て
い
る
ゴ
ム
)
を
何
年
も
取
り
替
え

ず
、
す
り
減
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

石
づ
き
は
つ
え
の
安
定
性
を
保
つ
も
の

で
す
。
石
づ
き
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

※
石
づ
き
は

一
個
三
百
円

1
四
百
円
く
ら

• (. 

区 分
平成 10 年度

予算現額 支出済額 支出率

1議 ム"'" 費 90，650 43，595 48.1 

総 務 Z主 881，350 417，289 47.3 

民 生 資 1，016，801 532， 757 52.4 

WI 生 '1'1 593， 037 141，684 23.9 

労 i動 費 10， 907 709 6. 5 

政林水産業費 971，286 112，971 11. 6 

商 工 主主 115，564 81， 106 70.2 

士 木 費 915， 242 356， 734 39.0 

消 防 '1'.1 211， 933 113，638 53.6 

教 育 2を 631， 747 264，367 41. 8 

災 害 復旧費 198， 237 123，509 62.3 

公 f責 資 875， 733 440，070 50.3 

予 備 資 5， 000 。。。
繰越明許費支出 256， 659 51， 384 20.0 

昔| 6，774， 146 2，679，813 39.6 

。歳出内訳
(単位 千円 ・%)

区 分
平成 10 年度

予算現額 収入済額 収入率

四] 税 554， 133 372， 938 67.3 

地方議与税 111，000 32， 716 29，5 

利子割交付金 4，000 2， 064 51. 6 

地方消費税父付金 43，000 42， 969 99.9 

自動車取得税交付金 55，000 20，494 37.3 

地方交付税 3， 304， 727 2，420，512 73.2 

父通安全特別交付金 1，000 。。。
分担金及び負担金 101，275 31，546 31. 1 

使用料・手数料 97， 333 48， 038 49.4 

国庫支出金 441，396 93， 995 21. 3 

道 支 出 金 409， 727 47， 587 11. 6 

財 産 収 入 25， 633 33， 711 131. 5 

寄 付 金 l 。。。
繰 入 金 76， 890 。。。
繰 越 金 8，969 8， 970 100.0 

諸 q~ 人 619，803 247， 343 39.9 

111] 僚 663，600 。。。
繰越明言午費収入 256，659 14， 841 5. 8 

計 6，774， 146 3，417，724 50.5 

。歳入内訳

特別会計歳入・歳出予算の執行状況

い
で
、
つ
え
の
太
さ
に
よ
っ
て
サ
イ
ズ

が
あ
り
ま
す
。

。
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
歩
行
が
困

難
で
、
つ
え

・
松
葉
杖
を
使
用
し
て
い

る
方
は
、
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク

・
石
づ
き
は

補
装
具
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
給

付
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
〉
「
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
」

1
階
介

開
設
用
品
展
示
コ
ナ
ー
で
は
、
い
ろ
ん

な
種
類
の
つ
え
・
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
、
石

づ
き
が
見
本
と
し
て
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。
介
護
用
品
(
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
・
石

づ
き
)
・
補
装
具
の
申
請
に
つ
い
て
も
。

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

「
と
し
べ
つ
」
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
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内

4
1
1
つ'』マ
'
o
o
n
u

(単位千円 %)

JF之三 予算現額 収入済額 収入率 予算現額 収入済領 支出率

国保事業会計 779， 375 294， 248 37.8 779，375 290，515 37.3 

老人保健事業会計 1， 104， 062 511，259 46.3 1， 104， 062 476， 735 43.2 

簡易水道事業会計 358， 887 825， 787 23.0 358， 887 70，697 19.7 

公共下水道事業会計 348，473 39， 325 11，3 348，473 90，212 25.9 

国保病院施設会計 1，028， 789 369， 657 35.9 1， 069， 502 500，449 46. 8 

-収益的収入及び支出 1，028， 069 368， 937 35.9 1，028，069 487， 725 47.4 

資本的収入及び支出 720 720 100.0 41， 433 12， 724 30. 7 

老人保健施設会計 358， 743 189， 754 52.9 358， 743 154，284 43. 0 

収益的収入及び支出 349， 377 180，388 51. 6 349，377 149，412 42. 8 

-資本的収入及び支出 9， 366 9， 366 100.0 9， 366 4，872 52. 0 

メロ主、 言f 3，978，329 2，230，030 56.1 4，019，042 1，582，892 39.4 
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L国保の現状】
表 1 国保被保険者の年度推移

5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

世 帯 数 (世帯) 2，472 2， 534 2， 556 2， 570 2， 629 
田T
人 口 (人) 7，416 7， 355 7， 314 7， 235 7， 222 

世 帯 数(世帯) 1， 236 1， 261 1，261 1， 262 1，331 
世帯状況

世 帯 加 入 率(%) 50. 00 49. 76 49. 33 49. 11 50. 63 

国 般(人) 2， 636 2， 575 2，489 2， 395 2， 332 

退 職 者 等(人) 152 159 148 141 149 

被保険者 老 人(人) 711 750 776 826 921 

保 状 j兄 計 (人) 3，499 3， 484 3，413 3， 362 3，402 

被保険者加入率(%) 47. 18 47. 37 46. 66 46.47 47.11 

一世帯あたり被保険者数(人) 2.83 2. 76 2. 71 2. 66 2. 56 

平成9年度末における国保加入状況は表のとおりでありますが、国保被保険者は過疎化と共に社会保険事業

所の適用拡大及び人口の流出などにより、被保険者は年々減少の一途をたどっていますが、世帯数は核家族化

により、 世帯当たりの被保険者は少なくなり、単身世帯や老人夫婦世帯が増加しております。

表2 一人当たり医療費の年度別推移

全体の 全道分 全国分
一 般分 退職分 老人分 全体分

対前年度 (全体分) (全体分)

(円) (円) (円) (円) 伸び率(%) (円) (円)

5年度 198，393 298，031 859， 190 336， 996 98. 96 384， 335 279， 824 

6 年度 203， 661 380， 509 917，983 365， 504 108.46 410， 551 299， 169 

7年度 220， 866 503， 931 827， 842 371， 146 101. 54 435， 647 316， 909 

8年度 234， 843 540， 761 898， 240 410， 661 110.65 460， 825 336， 702 

9年度 241， 038 597， 515 917，635 434，712 105.36 

医療費は被保険者が減少したにもかかわらず高水準にあり、年齢階層が益々高齢化傾向が強くなり、このた

め全体的に見ると医療費は上昇しており医療費に見合う財政の確保に努めながらも国保事業の安定運営のため

には、より一層の経営努力が必要であり医療費の適正化対策の推進が重要と考えられます。

国保に

加入するとき

やめるとき 日 ||医療費を大切にー砂

〕nuu
 
〔

• 

• 

， 

• 

• 

国民健康保険ガ願う
， 

国民健康保険(園保) 1誌、み主よさんの健康を守る大切な制度

です。長い人生のなかで、いつ、どこで大きな事故や病気lこ見

舞われるかは予測できません。

そのようなときのため巴、日頃から収入lこ応じて、お金を出

し合い、みなさんで目白け合うこと(相互扶助)を目的とし疋制

度です。

療 養 の 給付/医療費の7割を国保が負担します。

療養費の支給/いつ芝ん全額を支払って、申請すると7劃ガ、払いもどされます。

.保険証を持っていかなくて、治療を受けた医療費の全額を支払つだとき0

・医師が必要と認め芝コルセットなどの治療装具代。

.医師が必要と認め芝あんま・マツサ ジ.Ictり・きゅうの施術料。

入院時食事療養の支給/入院中の食事代の 部を、患者ガ負担し、残りを国保が負担します。

出産育児一時金の支給/被保険者が出産しだとき、出産育児一時金として30万円が支給されます。

葬祭費の支給/被保険者が亡く芯られだとき、葬祭賛として3万円が支給されます。

高額療養費の支給/医療費が高額巴なり、 定F艮度を越えだ場合、払いもどしがあります。

《国保税ttよ国保を迄1道してし¥<どめの
守-:::C:::.J..、co.. .L唱でg))

医療費が増えると、圃保の財政は苦しくなります。そして

増え左分を補う左め!こ、国保税を値上げしZよければ芯らぢ<

芯ります。

国保とみ宅よさんの負担を少しでも軽くする左めC、医療費

は大切lこ使いましょう。

“一人ひとりの心がけから始めよう"

。病気の早期予防で健康づくりをすすめよう。

く〉検診をよ手lこ活用しよう。

く〉身近なかかりつけの医者を持とう0

0重複受診はやめよう。
く〉むやみlこ薬をほしがるのはやめよう。

《国保税を帯布昔ると》

み芯さんが、病気やけがをしたとき、安心して治療が受けられるよう納めるのが国保税です。

そのためCも滞納していると、国保の財源が確保できないばかりで芯<、きちんと納めている方巴

迷惑をかけ芯いだめ!こも、決められだ日まできちんと納めることが、大切です。

(8) 
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11月末現在

前月対比

7， 209人( 1) 

3，475人 ( 0) 

3， 734人(

2， 685j!!:;，W ( 
1) 

口

男

女

世帯数

令。g。ゃ

人

休日当番医

1月1日岩間医院(今金)82 -0057 
2日 今金町立国保病院(今金) 82 -0221 
3日 北槍山町立国保病院(北伶山) 84-5321 

10日 道南ロイヤル病院(北槍山) 84 -5011 
15日防崎医院(瀬棚)87 -3021 
17日 今金町立国保病院 (今金) 82 -0221 

24日 道南ロイヤル病院(北倫山) 84 -5011 

31日 北他山町立国保病院(北村7山) 84-5321 
※l月1日から 1月3日の診療時間は午前101時から正
午まで

み

ん

な

が
ん
ば
っ
た
秋
田
大
黒
舞

花
石
小

5
年鈴
木
め
ぐ
み
さ
ん

U
月
8
日
(
日
)
に
花
石
小
学

校
学
習
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
遊
戯
の
『
秋
田
大
録
制舛
』
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
し
た
じ
き
を
使

っ
て
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
、
一

生
懸
命
党
え
た
か
ら
で
す
。

大
型
…
舞
が
始
ま
っ
た

と
き
、

「間
違
え
な
い
で
で
き
る
だ
ろ
う

か
」
「
扇
子
の
使
い
方
を
う
ま
く

で
き
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
少
し
不

安
で
し
た
。
で
も
、
踊
り
が
始
ま

る
と
、
私
は
踊
る
こ
と
に
真
剣
に

な
っ
た
の
で
、
不
安
は
ど
こ
か
に

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

踊
っ
て
い
る
と
き
、
回
線
の
位

位
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
下
を
向
い

た
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で

も
、
松
に
な
る
と
こ
ろ
だ
け
は
、 1 ) 

之) トマ;ゎ

一)八刺周

寿)寒昇

彰 )末広町

真 一)大和町

直樹)大和町

孝

同

国

正

11月5日(保後者

11月19日(保護者

11 Fl26日(保殺者

11月27日(保滋者

11月30日(保護者

11月30日(保務者

-っとでめお
-
つ

ん

ん

ん

ん

ん

ん

一
、

や

や

や

や

て

や

d
色

色

色

色

ち

包

じ
α
菜
出
入
問
教

附
雪
辻
和

ゃ
弥

ん
U

繁
忙
凌
H
正
こ
小
引
大

同
十全

た

』

木

お

井

岡

山

口

々

物

園

永

松

片

水

佐

槍

成献や将来0)夢お

師λdれた
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， 

• 
の
広

場

し
っ
か
り
と
頭
の
中
に
入

っ
て
い

た
の
で
、
き
ち
ん
と
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

遊
戯
が
始
ま
る
前
に
、
由
香
ち

ゃ
ん
と
「
が
ん
ば

っ
て
や
ろ
う

ね
」
と
約
束
し
て
い
た
の
で
、
私

は
最
後
ま
で

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
お
客
さ
ん
達
が
、

私
た
ち
の
踊
り
に
対
し
て
初
め
て

手
拍
子
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
腕
り
き

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
員
間

違
え
な
い
で
、
集
中
し
て
い
た
の

で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

今
年
の
学
習
発
表
会
は
、
常
に

大
黒
舞
を
が
ん
ば

っ
て
練
習
し
て

き
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

金)

12月10日受付分まで

千春さん(鈴

(中里)

(南町)

(高美町)

IIIT) =水野

86歳

84歳

90歳

固いつまでもおしあわせに

九 河島竜司さん(南

~おくやみもうしあげます

中島ミツ九 11月29日

伊藤綱義九 11月29日

12月3日トセさん小隅

種
川
小
学
校
開
校
百
年
記
念
祝

賀
協
賛
会
(
上
田
良
作
会
長
)
で

は
、
児
童
た
ち
の
思
い
出
に
、
将

来
の
夢
や
校
歌
な
ど
が
挿
入
さ
れ

た
C
D
盤
デ
ィ
ス
ク
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
デ
ィ
ス
ク
は
、
種
川
出
身

の
仲
間
た
ち
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
e
ハ
ン
ド
「
ク
ー

ル
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
学
校
に

録
音
機
器
を
持
ち
込
み
録
音
し
、

バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
か
ら
依
頼
さ
れ

た
日
石
ス
タ
ン
ド
勤
務
の
川
村
伸

司
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
趣
味

の
パ
ソ
コ
ン
で
写
真
、
音
楽
を
取

『
ふ
れ
あ
い
』
バ
ザ
E
τ幕
盆

今
金
小
学
校
(
黒
田
敏
明
校

長
)
で

U
月
初
日
、
来
年
4
月
に

入
学
す
る
、
今
金
保
育
所
、
今
金

幼
稚
園
、
小
百
合
保
育
園
の
年
長

児
を
迎
え
て
、
児
童
会
が
主
催
す

る
「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ

l
」
が
開
ら

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
収
益
金
は
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
今
金
小
学
校
は
、
平
成

9
年
度

か
ら
学
童
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校

と
し
て
指
定
を
受
け
町
内
清
掃
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

-nU 1 
〔

※お問い合わせ

いまかね雪まつり実行委員会01378-2 -0724 

第16固いまか私雪まつり
日時 :平成11年2月6日・7日

場所 ・ふれあい広場

女冬の夜空を彩るスパーリング花火ショー

6日7日のステージ

女アンパンマンと

ウルトラヒーローがやって来る

合大道芸のおかしなショータイム

CLOWN JIN (ジン)さん

食演歌オンステージ

杉森かおりさん

食ものまね・相撲漫談

仲 一也さん

このほかにもアトラクションがいっ』まい

1:<第3回平成雪合戦総山大会開催

/7ーー
4・J孟動晶.~ .. 

7日

..， . 

り
込
み

C
D
盤
を
編
集
し
製
作
し

た
も
の
で
す
。

こ
の

C
D盤
デ
ィ
ス
ク
は
、
パ

ソ
コ
ン
対
応
機
で
画
像
や
児
並
の

音
楽
な
ど
が
楽
し
ま
れ
、
ゲ
ー
ム

機
や

C
Dプ
レ
ヤ
ー
で
は
児
童
た

ち
の
夢
や
校
歌
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、

C
D
盤
デ
ィ

ス
ク
は

全
校
児
童
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

大
人
に
な
っ
た
ら
楽
し
い
思
い
出

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
種
川
小
学
校
百

年
協
賛
祝
賀
事
業
(
中
島
忠

一
部

長
)
と
し
て
運
動
会
や
学
芸
会
が

行
わ
れ
た
他
、
ス
キ
!
大
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

展29回北海道

• • 。Jし
太 ーちゃん

(平成B年E月13日生まれ)
栄町谷崎浩司さん 有美子さんの長男

【親から】

黄色とアンパンマンが大好きな太ーは

大きくなったら H空飛ぶ黄色いダンプの

運転手さん、になるのが夢でいつもイメ

ジトレーニングに励んでいます.

元気で車直な干に育ってほしいです.

(平成8年10月24日生まれ)
栄町木島雅子さん長女

【親から】

明るくて でも頑聞な立の干で、いつ

もママに疲れと元気をどちらもくれます。

jmれて人見知りをする時もある其辱で

すけどよろしくお臥いします。

~ 

伺谷崎

~宅安のア

ま こと

真 琴 ちゃん砂木島

句 }
初当初当包守元f魚2寂喜着. { 
思い 東品T#朝2よしぶ i 
巴ろ装Eの のしけく { 
のや音2は熱雪れれ〈
石1いのや畑2ばて(
i検1 っと詩し も卓f 星~ ( 
のもだ をよ上E座ざ f
文むのへ吟Zしにを
字じ如Eてず 能の盛も見み
香?;く 初雪奥き登とるん
り牛tあ社Eの柿2と
立たをら 旅5の仰2
つ飼かれ 艶Zぎ

を
り
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村
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(重点目標)

口
出

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

回
目

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

困

家

庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

日

目

熱

意

を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第266号

卯
年
代
締
め
く
く
り
の
年
に
、

新
た
な
願
い
を
込
め
て
新
春
を
迎

え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

来
る
べ
き
幻
世
紀
に
は
、
子
供

達
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

を

き
な
変
革
を
遂
げ
よ
う
と

係

し
て
い
ま
す
。
学
校
完
全

開

週
5
日
制
、
学
習
指
導
要

f
領
の
改
正
、
心
の
教
育
な

腕

ど
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
度
々

L
登
場
す
る
一
連
の
教
育
改

よ

革
で
す
。
世
紀
末
に
は
事

り

件
や
事
故
が
多
い
と
言
わ

よ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
世
紀

払

末
ほ
ど
社
会
現
象
の
中
に

深

子
供
達
の
姿
が
見
え
隠
れ

を

し
て
い
た
歴
史
は
あ
り
ま

h

せ
ん
。
情
報
が
氾
濫
す
る

-u・
Ar
現
代
、
こ
こ
今
金
で
も
遠

し

い
世
界
の
話
で
は
す
ま
さ

百

れ
な
い
は
ず
で
す
。

aa内
同

日
月
刊ω
日
開
催
さ
れ
た

町
P
T
A
連
合
会
研
究
大
会
で

は
、
子
供
と
家
庭
の
あ
り
方
を
描

い
た
映
画
『
少
年
の
地
図
』
(
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
広
報
映
画
)

を
題
材
に
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま

し
た
。「
自
分
の
家
庭
と
重
ね
合
わ
せ

反
省
点
が
多
か
っ
た
」
と
す
る
多

く
の
共
感
と
と
も
に
「
家
に
い
る

時
が
子
供
の
本
当
の
姿
な
の
か
不

安
」
「
お
と
な
が
枠
を
は
め
て
い

る
の
で
は
」
「
子
供
を
認
め
て
あ

げ
る
姿
勢
が
大
事
」
な
ど
の
外
、

「親
子
の
信
頼
は
会
話
が
基
本
。

話
し
合
う
機
会
を
多
く
」
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

お
正
月
に
は
家
族
が
勢
揃
い
し

ま
す
。
日
と
目
を
合
わ
せ
て
お
互

い
の
紳
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

， 

• • 

年
の
け
計
は
健
在
や
ら

多
様
に
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
行
事

-い
よ
い
よ
冬
も
本
格
的
に
な
り

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
ま
し
た
。
体
育
振
興

係
で
は
、
冬
季
聞
を
利
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
人
と
人
、
人
と
自
然
が

結
び
つ
く
よ
う
、
各
種
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

室
内
で
は
、

1
月
口
日
(
日
)
に

日
回
目
を
迎
え
た
町
民
ビ

l
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
総
合
体
育
館

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

誰
も
が
手
軽
に
で
き
る
競
技
で
、

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
動
機
づ
け
と
健
康

で
明
る
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

外
室
内
で
ミ
ニ
テ
ニ
ス
や
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
な
ど
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

的
な
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

屋
外
で
は
、

2
月
M
日
(
日
)
4

年
ぶ
り
に
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
を
会

場
に
、
第
羽
田
道
民
ス
ポ
ー
ツ
冬

季
大
会
が
開
催
さ
れ
、

2
月
幻
日

(
日
)
に
は
、
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
第
9
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
な
ど
毎
週
の
よ
う
に

大
会
が
目
白
押
し
。
ま
た
、
初
心

者
ス
キ
ー
や
ス
ノ

l
ボ
l
ド
教
室

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
冬
も
様
々

な
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
も
、
体
力
つ
く
り
の
促
進
や
交

流
の
場
と
い
っ
た
一
面
が
あ
り

『
競
い
合
う
』
か
ら

『
助
け
合
う
』

ス
ポ
ー
ツ
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
長
寿
と
い
っ
て
も
健
康
で
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
言

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
自

分
な
り
に
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
も

う
一
度
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

る寄;g，~毛J鍾的
¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

|
=
一
四
八
八

腕
用
ポ
ン
プ

〈文化財探訪31>

正
月
六
日
に
は
毎

年
消
防
団
に
よ
る
勇

壮
な
ま
と
い
振
り
、

木
造
り
奴
が
披
露
さ

れ
、
消
防
出
初
め
式

が
お
ご
そ
か
に
行
わ

れ
ま
す
。
今
金
消
防

団
の
始
ま
り
は
、
明

わ
た
し
の
生
涯
学
習

「陶
芸
は
、
健
康
と
若
さ
の
秘

訣
」
と
い
う
波
辺
チ
セ
さ
ん
(
大

和
町
・
日
歳
)
。
初
年
勤
め
た
会
社

を
印
歳
で
退
職
し
、
老
後
を
ど
う

過
ご
そ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
と

き
、
知
人
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
始

め
た
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

日
年
問
、
ほ
と
ん
ど
毎
週
欠
か

さ
ず
教
室
へ
通
い
、
仲
間
と
話
を

し
な
が
ら
作
品
作
り
を
す
る
の
が

一
番
の
楽
し
み
。
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
作
り
ま
し
た
が
、
作
る
ほ
ど

む
づ
か
し
く
奥
が
深
い
と
の
こ
と
。

生
涯
学
習
社
会
に
生
き
る
豊
か

な
心
と
、
健
康
な
生
活
を
築
く
知

識
の
習
得
を
ー
と
、
次
に
よ
り
合

-
同
町
民
学
級
が
開
催

-
さ
れ
ま
す
。

-

今
年
度
は
環
境
問

-
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

-
て
、
講
師
を
招
い
て

-
学
習
す
る
こ
と
に
し

-
ま
し
た
。

一
般
町
民

-
の
参
加
も
大
歓
迎
し

-
ま
す
の
で
、
お
気
軽

-
に
お
い
で
下
さ
い
。

-
O
日
時

1
月
白
日

-
(
日
)
午
後
1
時
初
分

・
1
4
時
凶
分

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

環
境
を
守
る
私
た
ち
の

取
り
組
み

ら
じ
ゃ
ま
さ
や

藤
谷
栄
也
氏
(
北
海
道

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

• 
会古川
い
爽
あ
ツ
れ
一
品川ボ
回
ス
e， 第

• 
|どなたもお鰭に参加を|
I!I日に合同町民学級を開催..  

。
会
場

。
演
題

O
講
師

日
・

2
月
引
日
(
日
)

所
・
ピ
リ
カ
ス
キ
l
場

ピ
リ
力
遺
跡

ふ
れ
あ
い
歩
く
ス
キ
コ
ス

目
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
口

l
ム

・
歩
く
ス
キ
ー

申
込
み
・

2
月
5
日
(
金
)
ま
で
今
金
町
総
合

体
育
館
へ
、
申
込
書
に
記
入
の
上

参
加
料
・
小
人
千
円
、
大
人
千
五
百
円

場期種

治
必
(
一
九

一
O
)
年
の
利
別
消

防
組
の
設
置
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
写
真
の
腕
用
ポ
ン
プ
は
こ
の

設
立
時
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
手
押
し
式
の
消
火

用
放
水
ポ
ン
プ
で
、
二
人
が
組
に

な
り
交
互
に
ポ
ン
プ
を
押
し
合
い

な
が
ら
、
給
水
口
か
ら
水
を
吸
い

上
げ
、
空
気
の
圧
力
で
放
水
口
か

ら
放
水
す
る
と
い
う
か
な
り
力
の

い
る
も
の
で
す
。
ポ
ン
プ
と
荷
車

が
分
離
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
ポ
ン
プ
に
は
台
木
が
付
け
ら

れ
、
冬
は
ソ
リ
と
し
て
、
そ
れ
以

外
は
荷
車
に
乗
せ
て
用
い
ら
れ
た

現
在
は
、
文
化
少
年
団
の
指
導

に
も
当
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
叩
月
に
待
望
の
電
気
炉
が
入

• • 月
刊
誌
紹
介

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
閲
覧

で
き
る
月
刊
誌
を
紹
介
し
ま
す
。

二
般
成
人
用
〉

・
今
日
の
料
理

・
今
日
の
健
康

・
オ
l
ル
読
物
・
趣
味
の
園
芸

・
お
し
ゃ
れ
工
房
・
文
芸
春
秋

.
レ
デ
ィ
ー
ブ
テ
ィ
ッ
ク

・
じ
ゃ
ら
ん
・
ミ
マ
ン

〈
児
童
用
〉

・
科
学
の
友

・大
き
な
ポ
ケ
ッ
ト

・
子
供
の
友
・
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ

最
新
号
以
外
は
貸
し
出
し
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

書

の

寄

贈

図
八
幡
町

・
工
藤
久
美
子
様
か
ら

歴
史
小
説
な
ど

ω冊
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
に
置
き
大
切
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 • • 

[12) 

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
こ
の
ポ
ン

プ

一
式
は
休
校
中
の
中
皇
小
学
校

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
不
自
由
さ
が
解
消
さ

れ
、
作
品
作
り
に
一
一
層
力
を
入
れ

た
い
」
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同

好
会
で
は
自
分
た
ち
の
作
品
の

一

部
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
そ

の
代
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
老
い
た
時
に
何
か
に
打
ち
込

め
る
施
設
や
教
室
が
あ
る
こ
と
』

が
住
み
よ
い
町
の
条
件
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し

て
生
き
が
い
に
し
て
い
る
渡
辺
さ

ん
は
、
ま
さ
に
お
手
本
で
す
ね
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

h
p同
V

す

8
日
出

i
m
日
出
こ
ど
も
カ
ル

時

タ

教

室

内

川

∞

総

体

か

日
日
刷
新
春
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

杭

会

9

∞

総

体

龍

ロ
日
川

1
日
日
制
の
び
の
び
ウ

番

(
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
森

閑

町

上

磯

町

は

日

日

釦

第

8
回
こ
ど
も
会
連
合

澗

会
百
人
一
首
大
会

9

引

ω
総
体
武
道
場

時

げ
日
間
第
日
田
町
民
ビ

l
チ
バ

問

レ
l
ボ

l
ル

大

会

凶

不

ハU

公
b
f
k
n
r

，g
、

ハU

ら

aytvr

げ
日
間
桧
山
子
連
カ
ル
タ
大
会

す

厚
沢
部
町

内

同
日
開

地

域

研

究

セ

ミ

ナ

ー

o

「雪
と
氷
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

5

凶

∞

教

委

U

M
日
佃
町
民
ス
キ

l
大
会

9

一

∞
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場

2

M
日
出
ふ
れ
あ
い
ゲ

l
ト
ボ
ー

は

ル
大
会

9
ω

総
体

活

剖
日
間
合
同
町
民
学
級
・
い
き

糟

い
き
学
園
講
演
会
日

相

羽
町
民
セ
ン
タ
ー

の

《

Z
R
V

出eh
 

6
日
出
1
7
日
間
第
日
固
い
ま

め

か
ね
雪
ま
つ
り
ふ
れ
あ

し

〕

い
広
場

。



i7 ~~ø訪日告目~

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

寸
H
L
M

昔
日

。
と

き

l
月
初
日
(
水
)

午
前
凶
時

1
午
後
3
時
ま
で

。
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

。
相
談
員

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《

町

民

謀

》

水
道
の
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍

結
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
の
さ
い
、
寝
る
前
に
戸
締
り

と
、
水
道
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ

う
。万

一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か

ら
床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か

タ
オ
ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
て

応
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
水
が
で
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯

を
か
け
て
も
水
が
で
な
い
場
合

は
、
次
の
今
金
町
指
定
工
事
事
業

者
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

O
小
山
設
備
工
業

②

2
5
7
4

0
佐
々
木
金
物
鮒

②
0
1
3
7

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの健康
(保健縞祉限健康づくり 国保係)

考備実施会場HlJ 時者嘉とM 自項

一般住民関係

O
側
多
国
鉄
工
設
備
②

0
1
0
8

0
山
形
住
宅
設
備

②

2
6
5
1

0
鈴
木
設
備

②

2
5
5
8

《
上
下
水
道
課
》

路
上
駐
車
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
は
、
主
に
交
通
量
の

少
な
い
夜
間
や
早
朝
に
作
業
を
行

い
ま
す
が
、
地
吹
雪
の
時
な
ど
視

界
が
悪
く
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
車
が
駐
車
し
て
い
る
部

分
が
除
雪
で
き
ず
、
交
通
障
害
の

も
と
に
な
り
ま
す
の
で
路
上
駐
車

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ζ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

建

設

調
理
師
就
業
届
出に
つ
い
て

調
理
師
法
に
よ
り
飲
食
底
等
で

調
理
業
務
に
従
事
す
る
調
理
師
は

2
年
毎
に
就
業
届
け
を
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

O
対
象
事
業
所

・
業
者

・
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業

所
、
社
会
福
祉
施
設
、
そ
の
他

多
数
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

し
て
い
る
施
設
。

・
飲
食
庖
蛍
業
、
喫
茶
府
営
業
、

， 
全地区

" 

全住民

一般相談

11 日(月)

18日 (月)

21日(木)全住民

全住民

無医地区i車問診療 (1眼科)

一般相椴

• • 
" 25日 (月)

12日 (火)

21日(木)

7日 (木)

9力月児

生後 1I在7， 8カ月児

生後4力月児

生後3， 6 

全住民

i歳6カ月児他自主

股関節脱臼検診

乳幼児関係

一般相談

乳児相談

棟
、'"

乳児腿診

魚
介
類
販
売
業
、

造
業
。

。
届
出
期
限

平
成

ω年
比
月
白
日
現
在
の
状

況
を
平
成
日
年
1
月
日
日
ま
で

。
届
出
先

・
北
海
道
全
調
理
師
会
今
金
支
部

工
藤

滋
8
2
1
0
5
4
4

。
用
紙
配
置
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
八
雲
保
健
所
今
金
支
所

8
2
1
0
2
5
1
 

・
北
海
道
全
調
理
師
会
今
金
支
部

そ
う
ざ
い
製

1
月
刊
日
は

「
1
1
0
番
の
日
」
で
す

1
月
刊
日
を
「
1
1
0
番
の
日
」

と
定
め
答
察
署
で
は
、

1
1
0
番

の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

。
1
1
0
番
の
正
し
い
か
け
か
た

ー
早
く

・
正
し
く
・

正
確
に
1

0
何
が
あ

っ
た
か

O

ど
こ
で
あ

っ
た
か

O

ど
ん
な
状
況
か

O

犯
人
は

O

近
く
の
目
標
は

ー
早
い
通
報
、
す
ば
や
い
解
決

1

女

1
1
0
番
は
事
件

・
事
故
が
あ

っ
た
と
き
、
急
い
で
鵬
首
察
に
知

ら
せ
る
と
き
使
う
た
め
の
電
話

で
、
皆
さ
ん
と
笹
察
を
結
ぶ
ホ

2-2786 すくすく干育てダイヤル

妊産婦関係

お知らせ

・ガン検診について{検診会場としべつ保他センター)

。乳がん検陰 実施日 1月22日・23日 対謀者 満30歳以上の宜性 畳付時間I 8: 30-9 : 00 12: 00-12 : 30 
0子宮がん検~ 実施日 1月22日ー 23日 対象者満30歳以上の宜性 畳付時間 8 : 30-9 : 00 12: 00-1 2 : 30 
0大腸がん検鯵 実施日 2月1・2' 3日 対象者 渦40歳以上の男女 受付時間 7 : 00-10 : 00 
。聞がん検~ 実施日 2月1' 2・3日 対晶古満40歳以上回男女 垂付時間 7 日日-10:00 
会がん検診は事前に申し込み下さい.受Z主票を送付します.

・3種混合1期追加予防接種の内容については‘個別通知で案内します.

中村恭子

松谷サナ 工

大倉行雄

今金 高等養護学校

古 川 英 一

ツブラ菓 子庖

テーオーンヨ必「ングプラザ今金百

光の里募金箱

まるびし旅館

《むつ市》

成田

《札幌市》

中 村

《函館市》

高 村

《奥尻町》

中村

《上ノ国町》

大松

《今金町》

種川小学

長 谷川 キヨ

佐藤佐

山 田庫

10， 12 . 10 

(敬称略)

ふ
U
3寄の額多のへ

会餓

り

協
g

:

祉
た

t
d
Hm
L
 

U

」
会

ま

山
町

u
t
u

草
読

噛
ご

圭闘

関
つ

協

盟
叱

祉

風
聞

一園田

学

あ

今世

里
意

ム
一品
川
耳

社

向」

l沼

夫

英

{量

ツ
ト
ラ
イ
ン

(
緊
急
電
話
)

す
。

※
1
1
0
番
の
う
ち
間
違
い
、
い

た
ず
ら
、
緊
急
性
の
な
い
照

会
、
要
望
、
苦
情
等
の
電
話
は

本
当
に
急
い
で
い
る
人
に
大
変

な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

-

「安
心
を
つ
な
ぐ
か
け
続

1
1
0
番
」

・

「相
談
は
ま
こ
こ
ろ
ダ
イ
ヤ
ル

4
1
6
1
1
0」

• • 

〕au守1
 
〔

量主

枝初

松 三 郎

校

:/ 

治

で

受
け
て
宮
山
U

予
防
抱
腫

お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
は
、
百
日
せ
き
や
水
ぼ
う
そ

う
で
は
生
後
三
カ
月
ま
で
に
、
は

し
か
や
お
た
ふ
く
風
邪
で
は
生
後

八
カ
月
こ
ろ
ま
で
に
、
自
然
に
失

わ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期
を

過
ぎ
ま
す
と
、

赤
ち
ゃ
ん
自
身
で

免
疫
を
つ
く
っ
て
病
気
を
予
防
す

る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
に

役
立
つ
の
が
予
防
接
種
で
す
。
子

供
の
発
育
と
と
も
に
外
出
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
保
育
所
や
幼

稚
闘
に
入
る
ま
で
に
は
予
防
接
種

で
免
疫
を
つ
け
、
病
気
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
か
ら
守
る
予
防
接
種

成
長
す
る
ま
で
に
沢
山
の
病
気

に
か
か
り
ま
す
が
、
た
い
て
い
は

軽
い
風
邪
く
ら
い
で
す
み
ま
す
が
、

な
か
に
は
、
重
い
症
状
や
後
遺
症

が
心
配
さ
れ
た
り
、
命
に
か
か
わ

る
こ
わ
い
病
気
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
転
ば
ぬ
先
の
杖

と
し
て
免
疫
を
つ
く

っ
て
お
こ
う

と
す
る
の
が
予
防
接
種
で
す
。

伝
染
病
の
流
行
を
防
ぐ

予
防
接
種

伝
染
病
で
こ
わ
い
の
は
、
次
々

に
沢
山
の
人
に
う
つ

っ
て
い
く
こ

と
で
す
が
、
最
近
は
伝
染
病
の
流

行
で
沢
山
の
人
が
亡
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
予
防
接

種
に
よ
り
み
ん
な
が
免
疫
を
持
つ

こ
と
で
、
伝
染
病
の
恨
絶
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

町
で
は
、
該
当
す
る
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
ず
う
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

-R国保
痛
院
ガ
ら

お
知
ら
世

年
始
の
小
児
制
は
次
の
と
お

り
で
す
。

1
月
7
日

(
木
)
午
前

9
時

i
午
後

5
時
ま
で
で
す
。
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...花石の今野 資さんでは、自宅の老朽化に伴い2年前から木材を
山から切出し自分で自宅を完成させました。

4
今
金
保
育
所仁

企今金幼稚園

]リドー凡交涜ネットワーワ繭想I1直協議芸暗報]ーナー

~瀬棚町~ ~北槍山町~ ~八雲田~
瀬棚の純米，酉 田園の湯宿「ねとい温泉』 ~愛雪・友雪・親雪フエスティバJレ~

いよいよ発売 1 閑静な雰囲気と 口第12回八雲さむいべや祭り

幻の米「マツマエ」の復活、有機無 四季折々の美味しい料理を -日目寺 2月13日(土)-14日(日)

農薬アイカずモ民法への挑戦 ぜひ、ごj~能ください ※13日前夜祭、 14日本祭
-場所航空自衛隊八雲分屯基地

原料米の栽培から醸造まで、ひとつ .自慢の逸品/特製ジンギスカン、ヤ 愛雪PK合戦、友雪ゼロヨン大会、親
ひとつに心を込め、瀬棚の町民有志と マベの甘露煮、ニジマス料理、山菜料理 雪Oxクイズや雪像コンテス トなど雪
農業者が一体となって作り上げてきた、

.泉質/食塩泉、ナトリウムイオン泉 とともだちになる楽しい催しです。 こ'

3年越しの夢の酒ができあがります。
.効能/神経捕、筋肉痛、慢性皮膚病、 家族みんなでおこしください!

1月から瀬棚町内の酒販売庄で限定
婦人病、冷え性など -詳し〈は八雲さむいべや祭り実行委
-お問い合わせ/ねとい温泉 員会(八雲公民館内301376③ 

販売 l
(北槍山町字西丹羽34-5141) 3131)へ。

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~
~長万部町ポイントガイド-.植木蒼悦記念館.活あわびを郵パック .宿泊施設紹介

北海道唯一の水墨画家で俳人でもあ ひやま漁協熊石支所養殖部会 国民宿舎「あわび山荘」
った植木蒼悦の作品を展示。 独特の河 海中飼育された『あわび』を全国に発

ここ貝取;r"渓谷の雄大な自然に抱かれ
童の絵や、油彩画、句書など、いずれ 信しようとふるさと小包を始めました。
も味わいのあるものばかりで、何度も 酸素と蓄冷材を入れて「生きたまま」

るようなおもてなし、温泉と美味しい郷

河童絵の前にたたずむ遠来客も多い。 お届けしますので、熊石特産の味覚を 土料理で、心も体もゆったりとリラック

〔入場は無料〕 存分に堪能できます。 スできるひとときをお約束します。
。場所高砂町(センタ一通り) 女10個人り(15個入りも有)道内・青 -湯所大成町字貝取澗
。時間午前9時~午後5時 森へが5，530円(他地域も郵送可能) (301398-4-5522) 
。休館日 月-火曜日、祝日の翌日 会お問い合わせ
[問い合わせ先〕 熊石郵便局 (301398-2-3380) -宿泊料金 7，100円

町民センター(301377-2← 5396) ふるさと創生事業部(301398-2-2245) ※あわび鍋などの特別料理有り

発
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/
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http://www.hakodate.or.jplimakane/ 今金町ホームページ


